
 
 

平成 29 年度業務実績に関する評価結果を踏まえた業務運営の改善等への反映状況 

 

中期計画項目 
平成 29 年度業務実績評価 

における主要な指摘等 
左記の指摘等を踏まえた平成 30 年度以降の改善の状況 

Ⅱ 国民に対して提供する

サービスその他の業務の質

の向上に関する目標を達成

するためとるべき措置 

６ 質保証連携 

（２）国内外の質保証機関等

との連携による質の向上へ

の取組 

認証評価の社会的認知度の向上

に資する取組を行っているもの

の、十分な成果が見られないこと

から、他の認証評価機関とより緊

密な連携をとり、社会に対して効

果的な情報発信をすることが期待

される。 

機構の運営する大学等における教育研究の質保証に関する情報提供サイト「大

学質保証ポータル」において、平成 30 年７月から認証評価に関する情報の公表

を開始している。 

更に、すべての認証評価機関によって構成される認証評価機関連絡協議会の

ウェブサイトにおいて、毎年、各認証評価機関の機関別認証評価の「評価結果一

覧」 と「認証評価結果（概況） 」を公開している。 

なお、認証評価は、各大学が、自己評価や認証評価の結果等を踏まえ、大学改

革を促進することで、社会的認知度を向上させることが望ましく、機構において

は、社会的認知度の向上に資するため認証評価結果の公表などの取組を進めてい

る。 

 

 

  



 
 

第３期中期目標期間終了時に見込まれる業務実績に関する評価結果を踏まえた業務運営の改善等への反映状況 

 

中期計画項目 
第 3期中期目標期間（見込）業務

実績評価における主要な指摘等 
左記の指摘等を踏まえた平成 30 年度以降の改善の状況 

Ⅱ 国民に対して提供する

サービスその他の業務の質

の向上に関する目標を達成

するためとるべき措置 

６ 質保証連携 

（１）大学等と連携した高等

教育の質保証に係る取組 

大学ポートレートの有効活用に

向け、スピードを意識して改善を

進めるとともに、効率的な運営を

行うことが求められる。 

令和元年度に大学ポートレートウェブサイトのリニューアルを行い検索機能

の操作性を改善したほか、閲覧者からの需要が高いと見られる学問分野及び取得

できる資格に関する公表項目を新たに追加し絞り込み検索を可能とするなど、閲

覧者の利便性を向上させ有効活用の進展につなげるための改善の取組を進めて

いる。 

令和元年５月に「大学等における修学の支援に関する法律」及び「学校教育法

等の一部を改正する法律」が成立したことを受け、令和元年９月開催の大学ポー

トレート運営会議において高等教育の修学支援新制度及び財務情報に関する新

規項目等の追加を決定するなど、法令改正に迅速に対応している。 

参加機関から収集した大学基本情報を大学ポートレート国内版及び国際発信

版の公表作業において転記し作業効率化を図っているほか、ＢＩ（ビジネス・イ

ンテリジェンス）ツールによる分析環境においても収集情報を有効利用してい

る。 

 

 

 


